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平成 25 年度の実施結果

効果額　2億 5,490 万円

　平成 25年度の第 2次集中改革プランに基づく取り組みの主な実施結果です。

◎各地区への消毒配布事業の廃止

◎修善寺南小の学校給食調理を給食センター方式に移行 

◎各種団体への補助金や負担金などの見直し　

◎退職者数に対する新規採用者数を抑制した結果、平成 25 年度の職員数
　を定員管理計画に定める 389 人まで削減

◎静岡地方税滞納整理機構への徴収委託　

◎旧幼稚園跡地の民間への売却

【削減効果　50万円】

【削減効果　890万円】

【削減効果　484万円】

【削減効果　1億 2,513 万円】

【増収効果　3,477 万円】

【増収効果　4,000 万円】

これまでの実施結果

◎第１次集中改革プラン ( 平成 17 年度～平成 21 年度）
　・5 年間で 64 人の職員数減による人件費削減
　・生涯学習センターの組織見直し
　・木太刀荘の売却とそれに伴う人件費削減

◎第 2 次集中改革プラン（平成 22 年度～平成 24 年度）
　・35 人の職員数減による人件費削減
　・修善寺東小、熊坂小の学校給食調理を給食センター方式に移行
　・土肥こども園など幼稚園・保育園をこども園に再編成

【効果額　11億 9,074 万円】

【効果額　9億 4,578 万円】

これからの計画について

　『第 2 次行政改革大綱』と『第２次集中改革プラン』の計画期間は、平
成 26 年度までの 5 年間です。現在、『第 3 次行政改革大綱』と『第３次
集中改革プラン』を作成中で、平成 27 年度から平成 31 年度までの市の
行政改革の方針を定める予定です。
　策定にあたっては、市の幹部職員で組織する『行政改革推進本部会議』
と、市民から選ばれた 9 人の委員で組織する『行政改革推進委員会』の
意見を反映し進めていきます。

自分の命は自分で守る　自分たちの地域はみんなで守る

　８月 31 日（日）、東海地震観測情報の発表か
ら発

はっ

災
さい

初期の応急対策までの地震防災訓練を行
ないます。各地区の自主防災組織での訓練に参
加してください。被害をどう防ぐか、どう行動
するかは、一人一人にかかっています。

　まずは地震に関する情報を把握して、地震が
起きたらどんなことが起きるのかイメージして
みてください。個人では対応できないことも見
えてきます。家族、隣近所、自主防災会…と対
策の輪を広げることが大切です。

■想定 ８時３０分　地震発生
駿河湾から遠州灘を震源域とするマグニチュード８の地震が発生し、
伊豆市では震度６弱以上の揺れを観測。市内各地で家屋の倒壊、山崩
れ、がけ崩れなどの被害が発生し、電気・ガス・水道などの生活関連
施設にも被害が発生した。

８時３5 分　大津波警報発令（土肥地区のみ）

※市では、同報無線（サイレン吹
すい

鳴
めい

など）、防災フリーメールでお知らせします。

できることから始めよう！
～今すぐできる『７つの備え』～

　災害被害を少なくするには、自分の命は自分で守
る『自助』、地域や身近な人同士で助け合う『共助』
が大きな力となります。普段から、『自分でできる
こと』、『家族でできること』などについて考えてお
きましょう。

　地域の安全を知るためには、地域内の危険な場所
や自然災害が発生した場合の被害想定のほか、避
難・救護場所などを確認してください。また、家族
や近所の皆さんで、危険な場所や防災施設を見学す
る『ぼうさいまち歩き』もしてみましょう。

　自分の家が、耐震基準が大きく変わった昭和５６年
以前に建てられている場合、耐震診断を受け、必要
に応じて補強しましょう。無料診断や補強対策への
助成などＴＯＵＫＡＩ－０事業をご利用ください。

1　自助、共助

3　地震に強い家　

2　地域の危険を知る

　大きな家具や電器製品の下敷きにならないよう、
できる限り固定し、ガラスや食器などが飛散しない
ための対策も必要です。特に寝室の安全や複数の逃
げ道を確保しておきましょう。

　非常時の備えは、その人の事情や家族構成などで
変わってきます。防災関連の情報を日ごろから入手
して検討しましょう。

　災害は、家族がそろっているときに発生するとは
限りません。家族で安否の確認方法や避難場所を確
認しましょう。安否の確認には、災害伝言ダイヤル
１７１、携帯電話会社の災害伝言板サービス、web
１７１災害用ブロードバンド伝言板があります。

　大規模災害時の救助や避難には、日ごろの近所付
き合いが力を発揮します。また、お年寄りや障がい
のある人など、災害に弱い人への心配りも大切。地
域の防災訓練に参加し、安否確認や救助・救護、炊
き出し、避難訓練などを体験してみましょう。

5　日ごろの備え

7　地域のつながり

4　家具の固定

6　家族で防災会議

問合せ／地域づくり課☎（72）9867
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▲昨年行なわれた修善寺南小での訓練の様子
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総合防災訓練の開催 これまで
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入賞者には
地元野菜の詰め合わせを
プレゼント！！

入賞者には
地元野菜の詰め合わせを
プレゼント！！

表彰

参加者募集！！参加者募集！！

■募集期間

　8月1日（金）～9月19日（金）必着
■応募方法
　健康増進課、各支所、市内のスーパーなどに設置された

応募用紙に必要事項を記入し、料理の写真（イラスト可）
とともに健康増進課へ持参または郵送してください。

■応募条件
　市内在住または在勤・在学で、最終審査に参加で　

きる人※グループで応募することもできます。

■注意事項
　○応募書類は返却できません。
　○作品の著作権、所有権は主催者に帰属します。

　伊豆市の食育活動『野菜を食べよう！』の一貫として、『野菜と地場産物を使った料理コンテスト』を開催し
ます。入賞作品は、市ホームページへの掲載や市内協力店で商品化させていただく予定です。

　　問合せ／健康増進課☎（72）9861　

野菜をたっぷり使ったオリジナル料理野菜をたっぷり使ったオリジナル料理テー
マ

テー
マ

■審査方法
　①書類選考
　②最終審査（審査員の試食などにより、食味、見

た目、調理時間、アピール性などを審査）
　　とき／10月18日（土）10時～
　　ところ／生きいきプラザ

■表彰
　『Ｔhis 伊豆 収穫祭』にて行ないます。
　とき／11月23日（日）
　ところ／天城ドーム

■応募先・問合せ
　〒410-2413  伊豆市小立野38-2　健康増進課
　☎（72）9861

じ　ま　ん
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伊豆市の地場産物を1品以上使ったもの
（イズシカ、シイタケ、ワサビ、伊豆市産の野菜など）

伊豆市の地場産物を1品以上使ったもの
（イズシカ、シイタケ、ワサビ、伊豆市産の野菜など）

『いずし健康マイレージ』
のボーナスポイントに！
※複数のご応募でも１ポイント

『いずし健康マイレージ』
のボーナスポイントに！
※複数のご応募でも１ポイント

およそ

１２０ｇ
およそ

１２０ｇ

第３回　わたしの

　　伊豆ベジ地満コンテスト
第３回　わたしの

　　伊豆ベジ地満コンテスト

○愛称は自作で未発表のものに限ります。
○採用作品応募者は、伊豆市に対して当該愛称の著作

権を譲渡するものとしますので、ご了承ください。
○応募用紙などに記載されたデータについては、個人

情報保護方針に基づいて厳重に管理します。
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注意
事項

　『伊豆市産ブランド米愛称等選考委員会』で審査し、１点を採用
します。採用された人には賞状および副賞（伊豆市産ブランド米１
年分）を進呈します。
※採用された人は、11月23日（日）に開催する『This 伊豆 収穫祭』

にて表彰します。
※採用された愛称に複数の人からの応募があった場合は、愛称の

説明により受賞者を１人に決定します。
※同一の名称・説明で選ばれなかった人にも抽選で最大5人まで米

10㎏を進呈します。
※応募の中から抽選で５人に伊豆産シイタケをプレゼントします。

応募方法
　以下の①～⑥を、官製はがきに記入し郵送いただくか、市ホー
ムページから専用応募用紙をダウンロードし、Ｅメール、ＦＡＸ、
もしくは農林水産課、各支所、ＪＡ伊豆の国各支店窓口へ持参し
てください。

応募資格
　住所・年齢などは一切問いません。

　採用された愛称は、正式に決定後、伊豆市・ＪＡ伊豆の国の
ホームページなどに掲載させていただきます。
　また、伊豆市産シイタケの当選者への発表は、通知および発送
をもってかえさせていただきます。

発表

伊
豆
市
小
立
野
24
ー
１

伊
豆
市
観
光
経
済
部

　
　
農
林
水
産
課
　
行

4 1 0
2 4 1

3

①愛称 （ふりがな）
　愛称の説明（理由など）

　※説明も選考対象になります。
②住所③氏名 （ふりがな）

④年齢⑤電話　メールアドレス
⑥職業（学生の場合は、学校

　名、学年）

●応募先／
〒410-2413 伊豆市小立野24-1
伊豆市観光経済部農林水産課
ＦＡＸ 0558（72）9909

●応募締め切り／

8月29日（金）
　当日消印有効

主催／伊豆市食育推進会議

野菜たっぷり料理！
野菜たっぷり料理！

あなたの料理が
　　　商品化！？

干しシイタケ
を使った料理には
『シイタケ特別賞』

もご用意！！

干しシイタケ
を使った料理には
『シイタケ特別賞』

もご用意！！
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！
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今
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ら

今
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今
年
か
ら
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あなたも認知症サポーター 
になりませんか？

あなたも認知症サポーター 
になりませんか？

市内には、33人のキャラバンメイトが
登録されています。私たちキャラバンメイトは、

認知症の人やその家族を支える『認知症サポーター』を
増やしていく活動をしています。養成講座の講師として
分かりやすくお話しします。いつでも、どこでも、

誰にでもお教えします !!

ロコトレ教室（運動機能向上教室） 『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
』
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
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す
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上
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れ
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す
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え
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認
知
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し
て
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く
た
め
に
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
』
を
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
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内
に
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０
０
人
の

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
』
が
い
ま
す
。

▲講座受講を証明するステッカー

口腔機能の向上
むせる・飲み込みにくい・食べこぼすなど、お
口の機能が衰えていませんか？

歯っぴい健康教室
　歯科医師、歯科衛生士による講話や理学療法士に
よるお口と体の体操で、楽しく健康について学びます。

対象／
65歳以上で口腔機能に低下の恐れがある人
とき／
10月2日（木）・27日（月）、11月14日（金）・21日（金）、
12月4日（木）・9日（火）（全6回）
14時～16時（最終日のみ9時30分～14時30分）
ところ／生きいきプラザ
参加費／無料
定員／20人
申込期限／9月26日（金）

筋力向上トレーニング
　専門の指導者のもと、マシンを
利用して日常生活で使われる足腰
を中心に筋肉を強化し、楽しく体
を動かします。

対象／ 65 歳以上の人
とき／
9月5日（金）～11月28日（金）の
火・金曜日（全24回）
13時30分～15時 ※祝日を除く。
ところ／日本サイクルスポーツセ
ンター
参加費／ 1 回 500 円
定員／ 10 人
申込期限／ 8 月 22 日（金）

　専門家の指導により、楽しく
体を動かすことで、歩きやすく
なるだけでなく、全身の身体機
能が高まります。詳細な日程は
申し込みの際にお知らせします。

対象／ 65 歳以上で足腰の力の低
下を感じている人
※本年度の参加者は対象外です。
参加費／1回100円
定員／各地区20人
申込期限／
9月19日（金）

　講義や実技を通して知識や技術を楽しく学び、ボランティア
として活躍しませんか？
とき／10月3日（金）・30日（木）（全２回）9時30分～15時
ところ／生きいきプラザ　　参加費／無料
申込期限／９月19日（金）

　

あ
な
た
も
『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
』

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
『
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知
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Ｒ
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課
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（
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）
９
８
６
０
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『
介
護
予
防
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と
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、
体
の
働
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弱
く
な
り
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介
護
が
必
要

な
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に
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取
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申
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介
護
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（
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）
９
８
６
０

元
気
な
う
ち
か
ら

　

介
護
予
防
!!

運動機能の向上 日々の生活に体を動かす習慣を取り入れ、体力を向上
させましょう。

とき・ところ／全10回開催します。
※時間はいずれも9時30分～11時
30分です。
○修善寺地区
　初回：10月1日（水）
　生きいきプラザ
○土肥地区
　初回：10月1日（水）
　土肥支所
○中伊豆地区
　初回：10月30日（木）
　中伊豆交流センター
○天城湯ケ島地区
　初回：11月28日（金）
　天城保健福祉センター

介護ボランティア
講座



健
康
が
イ
チ
バ
ン
!!

問
合
せ
／

健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

健
康
増
進
課
か
ら
4
つ
の
お
知
ら
せ

24
時
間
無
料
の
電
話
健
康
相
談

『
健
康
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
』
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！　

骨
密
度
検
診
の
お
知
ら
せ

本
年
度
か
ら
委
託
医
療
機
関
に
よ
る
個
別
検
診
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
専
用
、
24
時
間
無
料
の
電
話

健
康
相
談
で
す
。

　

医
療
や
介
護
、
出
産
、
育
児
な
ど

の
ご
相
談
に
、
医
師
、
看
護
師
や
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
、
親
切
、
丁
寧
に
お

答
え
し
ま
す
。
悩
む
前
に
ま
ず
は
お

電
話
く
だ
さ
い
。

　
「
か
か
り
つ
け
医
や
顔
見
知
り
の

保
健
師
に
は
相
談
し
に
く
い
な
…
」

と
思
う
内
容
で
も
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
に
は
委
託
事
業

者
が
対
応
し
、
相
談
内
容
の
詳
細
な

ど
、
市
へ
の
情
報
提
供
は
あ
り
ま
せ

ん
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

緊
急
時
に
限
ら
ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
／
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、

60
歳
、
65
歳
、
70
歳
の
女
性

（
平
成
27
年
4
月
1
日
時
点
）

検
査
方
法
／

Ｘ
線
に
よ
る
前
腕
の
骨
を
測
定

受
診
方
法
／

　

下
記
の
委
託
医
療
機
関
で
行
な
っ

て
い
ま
す
。
予
約
が
必
要
な
機
関
に

は
予
約
を
し
て
か
ら
、
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

持
ち
物
／
お
と
な
の
検
診
カ
ー
ド
、

自
己
負
担
金
７
０
０
円

●
健
康
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
と
は

〇
気
に
な
る
体
や
こ
こ
ろ
の
症
状
や
適

切
な
受
診
科
に
つ
い
て

〇
ケ
ガ
や
急
病
の
応
急
処
置
に
つ
い
て

〇
ケ
ガ
や
急
病
の
と
き
、
今
か
ら
受
診

　

可
能
な
医
療
機
関
、
近
く
の
最
適
な

　

医
療
機
関
に
つ
い
て

〇
高
齢
者
の
介
護
方
法
に
つ
い
て

〇
病
気
の
詳
し
い
説
明
や
治
療
方
法
、

　

必
要
な
検
査
、
薬
に
つ
い
て
。

〇
妊
娠
中
の
生
活
や
薬
の
服
用
、
検
査

　

に
つ
い
て

●
相
談
内
容
（
例
）

健
康
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
／

☎
０
１
２
０
（
２
３
５
）
１
２
４

『
い
ず
し
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
』
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？　

９
月
は
『
地
域
医
療
を
考
え
る
月
間
』
で
す
！

　
『
運
動
』、『
食
生
活
』、『
社
会
参
加
』、

『
定
期
的
な
健
診
』、『
禁
煙
』
な
ど
の

目
標
を
決
め
て
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
が
す
べ
て
た
ま
っ
た
ら
特
典

に
応
募
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

対
象
／

20
歳
以
上
の
市
民
（
在
勤
も
含
む
）

期
間
／

6
月
１
日（
日
）～
平
成
27
年
２
月
28

日（
土
）

と
き
／
９
月
６
日
（
土
）　

開
場
12
時
30
分　

開
会
13
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／

『
高
齢
社
会　

自
分
と
社
会
が
老
い
る

前
に
考
え
る
』（
仮
題
）

講
師
／

小
林 

利
彦 

氏
（
浜
松
医
科
大
学
医
学

部
付
属
病
院　

医
療
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー
特
任
教
授
）

主
催
／

伊
豆
市
・
静
岡
県
東
部
保
健
所

●
『
い
ず
し
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
』
と
は

●
地
域
医
療
を
考
え
る
月
間
講
演
会

①
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
課
、
生
き
い
き
プ
ラ
ザ(

ロ
ビ
ー・

　

健
康
増
進
課)

、
各
支
所
な
ど
で
も
ら

　

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
ま
し
ょ
う
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
全
部
で
55
点
（
目
標
達
成

　

ポ
イ
ン
ト
45
点
・
ボ
ー
ナ
ス
10
点
）。

③
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
っ
た
ら
、
応
募
し
ま

　
し
ょ
う
。

　

健
康
増
進
課
へ
郵
送
す
る
か
、
直
接
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。
何
度
で
も
チ
ャ
レ
ン

　

ジ
し
、
応
募
が
で
き
ま
す
。

●
ど
う
や
っ
て
や
る
の
？

　
『
い
ず
し
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
』
が
ス
タ
ー
ト
！

　

ポ
イ
ン
ト
を
た
め
て
『
健
康
』
と
『
お
得
』
を
一
緒
に
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。	

　

静
岡
県
で
は
、『
救
急
の
日
』
を
含
む
９
月
を
『
地
域
医
療
を
考
え
る
月
間
』
と
定

め
て
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
社
会
が
進
む
伊
豆
市
に
と
っ
て
、
最
後
の
『
看み

と取

り
』
を
考
え
る
『
在
宅
医
療
介
護
』
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

期
間
中
は
皆
さ
ん
が
身
近
な
医
療
に
つ
い
て
考
え
、
見
直
す
機
会
と
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
医
療
福
祉
関
係
者
と
連
携
し
て
、
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
働
き
盛
り
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 　

『
い
ず
っ
ち
商
品
券
』
や
『
活
動
量
計
』

な
ど
が
抽
選
で
ゲ
ッ
ト
で
き
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
人
に
『
ふ

じ
の
く
に
健
康
い
き
い
き
カ
ー
ド
』
を
贈

呈
し
ま
す
。

※
抽
選
は
３
月
の
予
定
で
す
。
当
選
は
景

　

品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

●
応
募
特
典

応
募
先
／

〒
４
１
０
ー
２
４
１
３

伊
豆
市
小
立
野
３
８
ー
２

健
康
増
進
課

　

骨
密
度
は
、
20
歳
を
ピ
ー
ク
に
40
歳
代
半
ば
ま
で
は
、
ほ
ぼ
維
持
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
後
緩
や
か
に
減
少
し
、
閉
経
前
後
の
数
年
間
に
骨
量
が
急
速
に
減
少

し
ま
す
。
こ
の
骨
量
の
過
度
な
減
少
に
よ
り
、
骨
折
し
や
す
く
な
る
の
が
骨
粗

し
ょ
う
症
で
す
。
要
介
護
認
定
の
申
請
で
も
女
性
の
2
割
近
く
が
骨
折
の
た
め

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

骨
密
度
検
診
で
骨
量
を
確
認
し
、
年
齢
相
応
よ
り
低
い
場
合
に
は
、
有
効
な

手
だ
て
を
行
な
う
こ
と
で
、
将
来
の
骨
粗
し
ょ
う
症
と
そ
れ
に
よ
る
骨
折
を
予

防
し
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
自
分
で
動
け
る
生
活
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

委託医療機関名 予約 検診実施日 予約問合せ

伊豆赤十字病院 なし 毎日
（休診日を除く）

☎（72）2148
（9 時～ 17 時）

中伊豆温泉病院 必要 予約時に確認 ☎（83）3340
（13 時～ 15 時）

伊豆慶友病院 必要 予約時に確認 ☎（85）1701
（9 時～ 17 時）

伊豆保健医療
センター 必要 月～金曜日

14 時～
☎（76）6820

（14 時～ 16 時）

▲黄緑色の封筒が目印
　おとなの検診カード

2014. 89 2014. 8 8

こ
の
冊
子
が
目
印

▲
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小
白
ヶ
沢
橋
開
通
式

▲子どもたちも開通を祝う『渡り初め』

　

７
月
５
日（
土
）、大
平
柿
木
で『
小
白
ヶ
沢
橋
開
通
式
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。式
典
に
は
、市
長
や
市
議
会
、地

元
住
民
、工
事
関
係
者
な
ど
、約
80
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、橋
と
通
行
の
安
全
を
祈
願
す
る
神
事
の
後
に
、

参
加
者
全
員
で
橋
を
渡
る『
渡
り
初
め
』、地
元
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
る『
く
す
玉
開
き
』な
ど
が
行
な
わ
れ
、盛
大
に

橋
の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。市
長
は
、「
車
が
ゆ
っ
た
り
通

れ
、病
院
に
も
近
く
住
み
や
す
い
地
域
に
な
っ
た
の
で
、定

住
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

新
し
い
地
域
の
架
け
橋

▲レース観戦をする彬子さま（写真中央）

彬
子
さ
ま
が
市
内
訪
問

伊
豆
ベ
ロ
ド
ロ
ー
ム
で
レ
ー
ス
観
戦

　

7
月
5
日（
土
）、ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
さ
れ
た

故
三
笠
宮
寬
仁
さ
ま
の
長
女
で
あ
る
彬
子
さ
ま
が
伊

豆
ベ
ロ
ド
ロ
ー
ム
を
訪
れ
、『
寬
仁
親
王
記
念
ワ
ー
ル

ド
グ
ラ
ン
プ
リ
国
際
自
転
車
競
技
大
会
』と『
第
55
回

全
日
本
学
生
選
手
権
ト
ラ
ッ
ク
自
転
車
競
技
大
会
』

を
観
戦
さ
れ
ま
し
た
。彬
子
さ
ま
は
、選
手
た
ち
の

レ
ー
ス
を
熱
心
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、彬
子
さ
ま
は
中
伊
豆
ワ
イ
ナ
リ
ー
で『
寬

仁
親
王
殿
下
を
偲
ぶ
会
』に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
オ
と
歴
史
を
知
ろ
う
！

ジ
オ
パ
ー
ク
市
民
講
座
を
開
催

▲伊豆の金山の歴史について講義する橋本敬之さん

7
月
12
日（
土
）、市
役
所
別
館
で
、『
第
1
回
ジ
オ

パ
ー
ク
市
民
講
座
』（
全
5
回
）が
開
催
さ
れ
、約
30

人
が
参
加
者
し
ま
し
た
。今
回
は
、『
歴
史
か
ら
紐ひ
も

解と

く
ジ
オ
パ
ー
ク
』を
テ
ー
マ
に
、伊
豆
半
島
ジ
オ
ガ
イ

ド
協
会
の
伊
藤
博
さ
ん
、Ｎ
Ｐ
О
法
人
伊
豆
学
研
究

会
理
事
長
の
橋
本
敬
之
さ
ん
の
講
義
、伊
豆
総
合
高

等
学
校
自
然
科
学
部
の
活
動
の
発
表
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。参
加
者
は
、「
自
分
の
故
郷
の
ル
ー
ツ
に
興
味

が
わ
い
た
」と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

▲『食育』について直接伝授

 

６
月
は
『
食
育
月
間
』

食
育
の
大
切
さ
を
全
力
Ｐ
Ｒ
！

　

6
月
18
日(

水)

、Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
農
の
駅
な
ど
で
、県

と
の
共
催
に
よ
る
、『
食
育
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』を
行

な
い
ま
し
た
。キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、伊
豆
市
健
康
づ
く

り
食
生
活
推
進
協
議
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

食
育
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
野
菜
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
が
、「
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
て
生
活
習
慣

病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
掛
け
る
と
、お
客
さ
ま

は
、「
旬
の
野
菜
は
お
い
し
い
で
す
ね
。毎
食
欠
か
さ
ず

食
べ
て
い
ま
す
」と
笑
顔
で
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

6
月
22
日
（
日
）、修
善
寺
総
合
会
館
で
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ど
自
慢
』
の
公
開
生
放
送
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

約
２
５
０
組
が
参
加
し
た
前
日
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
20
組
の
本
選
参
加
者
が
、
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

本
選
参
加
者
は
、
歌
唱
力
の
あ
る
人
や
ダ
ン
ス
を

交
え
舞
台
演
出
に
凝
っ
た
人
な
ど
、
十
人
十
色
な
ら

ぬ
『
二
十
人
二
十
色
』。
ゲ
ス
ト
の
加
藤
登
紀
子
さ

ん
と
鈴
木
雅
之
さ
ん
も
加
わ
り
、
楽
し
そ
う
な
会
場

の
様
子
が
、
世
界
中
に
送
り
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

人
気
番
組
が
伊
豆
市
に
！

市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
て

▲魅力的な歌声を逃さず世界中に放送

▲テープカットを華やかに彩る園児と風船

伊
豆
市
の
夏
の
開
幕

土
肥
の
海
水
浴
場
で
海
開
き

　

7
月
1
日（
火
）、土
肥
の
屋
形
海
岸
で
夏
の
到
来

を
告
げ
る『
海
開
き
式
』が
開
催
さ
れ
、海
水
浴
シ
ー

ズ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

式
に
は
、副
市
長
、市
議
会
、観
光
関
係
者
や
警
察

な
ど
の
ほ
か
、土
肥
こ
ど
も
園
の
園
児
も
参
加
。海
水

浴
場
の
安
全
祈
願
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
は
、園
児
が
色
と
り
ど
り
の

風
船
を
青
空
へ
放
ち
、に
ぎ
や
か
な
夏
の
幕
開
け
と

な
り
ま
し
た
。



問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
最
近
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
に
、
『
無
料
サ
ン
プ
ル

ご
提
供
』
な
ど
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

広
告
が
表
示
さ
れ
、
こ
の
広
告
か
ら

サ
ン
プ
ル
を
注
文
し
た
だ
け
の
つ
も

り
が
、
実
際
は
有
料
の
定
期
購
入
で

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
が
行
な
わ

れ
て
い
た
、
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
販
売

事
業
者
の
規
約
に
『
サ
ン
プ
ル
提
供

後
、
一
定
期
間
内
に
キ
ャ
ン
セ
ル
の

申
し
入
れ
が
無
い
場
合
、
自
動
的
に

定
期
購
入
の
申
し
込
み
を
し
た
も
の

と
す
る
』
な
ど
と
定
め
ら
れ
て
い
る

場
合
が
あ
り
、
こ
の
規
約
に
基
づ
い

て
請
求
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
消
費
者
と
し
て
は
、
そ
の
よ

う
な
規
約
が
あ
る
と
は
思
わ
ず
、
ま

た
実
際
に
規
約
の
内
容
も
知
ら
な
か

っ
た
場
合
は
、
規
約
に
基
づ
い
た
合

意
が
成
立
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
こ
の
場
合
、
購
入
代
金
を
支
払

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
『
無
料
』
と
い
う
言
葉
に
は
、
こ

の
よ
う
な

危
険
が
あ

る
こ
と
も

十
分
に
認

識
し
、
安

易
な
申
し

込
み
を
し

な
い
よ
う

に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
司
法
書
士
　
山
田 

茂
樹

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

天
城
せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

俳
　
壇

『インターネット上の無料・おためしサンプル広告に注意を！』

と
も
に
か
が
や
く
天
城
の
子

   

〜
天
城
っ
て
い
い
ね
〜

と
も
に
か
が
や
く
天
城
の
子

   

〜
天
城
っ
て
い
い
ね
〜

と
も
に
か
が
や
く
天
城
の
子

   

〜
天
城
っ
て
い
い
ね
〜

天城
小学校

修善寺
中学校

孫
を
得
て
親
馬
鹿
以
上
梅
雨
晴
間

　
　
　
　安
藤

　治

　（
西
平
）

椎
若
葉
山
ふ
く
ら
ん
で
迫
り
来
る

　
　
　
　城
所

　
　江
（
吉
奈
）

雨
傘
を
杖
に
日
傘
に
梅
雨
晴
間

　
　
　
　
　杉
山

　と
く
（
宿
）

高
齢
化
進
む
里
山
蛍
舞
う

　
　
　
　
　
　
　飯
塚

　清
子
（
本
柿
木
）

あ
じ
さ
い
の
群
に
な
じ
み
し
傘
の
色

　
　
　城
所

　八
代
（
吉
奈
）

甚
平
や
身
の
衰
え
の
其
処
彼
処

　
　
　
　
　今
村

　静
子
（
松
ケ
瀬
）

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て

　
　学
年
の『
絆
』深
ま
る

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て

　
　学
年
の『
絆
』深
ま
る

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て

　
　学
年
の『
絆
』深
ま
る

◆
３
年
生『
わ
さ
び
探
検
隊
』

　
天
城
湯
ケ
島
山
葵
組
合
の
ご
厚

意
で
、
１
人
１
本
を
収
穫
し
商
品

に
す
る
ま
で
を
体
験
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
す
り
お
ろ
し
た

ワ
サ
ビ
を
食
べ
た
り
葉
っ
ぱ
を
む

し
っ
た
り
と
、
貴
重
な
体
験
が
で

き
て
大
喜
び
で
し
た
。

◆
釣
り
ク
ラ
ブ

　
狩
野
川
漁
業
協
同
組
合
の
ご
協

力
で
、
ア
ユ
の
友
釣
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。19
人
一
人
一
人
に
ゲ
ス

ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
が
付
い
て
く
だ

さ
り
、
お
と
り
の
付
け
方
か
ら
釣

り
方
の
こ
つ
ま
で
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。１
人
平
均
2
匹
と
い

う
成
果
。釣
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。

◆
野
外
活
動

　
天
候
に
恵
ま
れ
、長
泉
町
の『
桃

沢
少
年
の
家
』に
到
着
す
る
と
、澄

ん
だ
空
気
の
中
に
川
の
せ
せ
ら
ぎ

が
聞
こ
え
、
森
の
木
々
を
な
で
る

風
の
音
が
、
私
た
ち
を
歓
迎
し
て

く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

　
初
日
は
、ク
ラ
ス
別
の
長
縄
跳
び

と
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
の
出
し
物

な
ど
の
練
習
に
一
生
懸
命
取
り
組

み
ま
し
た
。そ
の
後
は
、
学
級
目
標

や
学
年
憲
章
の
絞
り
込
み
に
３
時

間
を
か
け
、悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
決

定
し
ま
し
た
。キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア

で
は
、盛
り
上
が
り
が
最
高
潮
に
達

し
、校
歌
斉
唱
大
会
と
出
し
物
な
ど

を
披
露
し
た
後
、先
生
や
キ
ャ
ロ
ッ

ト
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
歌
や
踊
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、伊
豆
子
ど
も
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
か
ら
始
ま
り
、お
世
話

に
な
っ
た
屋
外
施
設
や
ト
イ
レ
、風

呂
場
な
ど
を
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
清
掃
し
た
後
、長
縄
大
会
で
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

◆
キ
ャ
ロ
ッ
ト
交
流
会

　
野
外
活
動
が
終
了
し
た
翌
週
の

月
曜
日
、
１
年
生
と
キ
ャ
ロ
ッ
ト

ク
ラ
ブ
の
交
流
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。キ
ャ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
の
計
ら
い
で
、
５
つ
の
講
座

を
開
設
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①『
マ
イ
箸（
は
し
）』講
座

②『
ツ
イ
ス
ト
パ
ン
』講
座

③『
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
』講
座

④『
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
米
』講
座

⑤『
く
す
玉
作
り
』講
座

　
わ
ず
か
半
日
の
活
動
で
し
た

が
、
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
か
ら
伝
授
し
て
い
た
だ
い
た
技

は
、一
生
の
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
る
こ
と
か
ら
、
開
放
的
な
気
分

に
な
り
が
ち
で
す
。
特
に
夏
祭
り

の
後
は
、
余
韻
に
浸
る
こ
と
な
く

早
め
の
帰
宅
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件

は
、
『
い
つ
・
ど
ん
な
場
所
』
で

発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
子

ど
も
自
身
が
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

同
時
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
『
大
人

の
目
』
に
よ
る
見
守
り
を
お
願
い

し
ま
す
。

★
大
仁
署
管
内
の
不
審
者
事
案

○
女
児
３
人
が
下
校
中
、
駐
車
中

の
車
か
ら
男
に
携
帯
電
話
の
カ

メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
。

○
下
校
途
中
の
小
学
生
が
、
後
方

か
ら
自
転
車
に
乗
っ
て
来
た
男

に
「
今
日
は
３
人
組
？
」
と
声

を
掛
け
ら
れ
た
。

※
い
ず
れ
も
６
月
中
旬
に
伊
豆
の

国
市
内
で
発
生
し
た
事
案
で
す
。

●
『
ス
ト
ッ
プ
！
万
引
き
作
戦
』

　
大
仁
署
で
は
、6
月
１
日（
日
）

か
ら
12
月
31
日
（
水
）
ま
で
『
ス

ト
ッ
プ
！
万
引
き
作
戦
』
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
県
下
で
は
万
引
き

の
発
生
件
数
が
、
１
万
７
千
件

（
1
月
〜
6
月
末
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
大
仁
署
管
内
で
も
47
件
（
1
月

〜
6
月
末
）
発
生
し
、
前
年
比
12

件
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
軽
い
気

持
ち
や
ゲ
ー
ム
感
覚
だ
と
思
っ
て

い
て
も
万
引
き
は
犯
罪
で
す
。

★
最
近
の
傾
向

　
万
引
き
は
少
年
犯
罪
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
よ
る
万

引
き
が
多
く
、
昨
年
、
大
仁
署
で

検
挙
し
た
万
引
き
犯
の
う
ち
40
％

以
上
が
高
齢
者
で
し
た
。

★
万
引
き
に
は
重
い
罰
則
が
！

　
万
引
き
は
、
刑
法
第
２
３
５
条

の
『
窃
盗
罪
』
に
該
当
し
、
10
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下

の
罰
金
に
な
り
ま
す
。

★
万
引
き
対
策
３
つ
の
『
な
い
』

①
万
引
き
し
な
い

②
万
引
き
を
さ
せ
な
い

③
万
引
き
を
見
逃
さ
な
い

●
安
全
で
安
心
な
夏
休
み
を

　
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
夏
休
み
。
自
由
な
時
間
が
増

え
、
一
人
で
行
動
す
る
範
囲
も
広

　
天
城
小
学
校
で
は
、
地
域
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
学
習
を
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
や
行
事
、
ク

ラ
ブ
活
動
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
の
ご
協
力
に
よ
り
、
本
物

に
触
れ
郷
土
の
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
取
っ
て
い
ま
す
。

◆
全
校
で
俳
句
作
り

　
四
季
折
々
の
自
然
に
親
し
み
、

見
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
詠
む

こ
と
を
目
当
て
に
、
年
間
を
通
し

て
俳
句
作
り
を
し
て
い
ま
す
。　

　
こ
の
ほ
ど
俳
句
の
会
の
皆
さ
ん

を
お
招
き
し
、
季
語
の
入
れ
方
や

言
葉
の
選
び
方
を
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。で
き
た
俳
句
は
校

内
に
掲
示
し
た
り
、
コ
ン
ク
ー
ル

に
応
募
し
た
り
し
ま
す
。

▲俳句の会の皆さんの指導を真剣に
聞く児童たち（俳句教室）

▲収穫したワサビを手にする児童たち
（ワサビ収穫体験）

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

▲緑豊かな中での野外活動

▲キャロット交流会の様子

日
女

『エスピーくん安心メール』
に登録を！

　静岡県警では、子どもや女性に
対する声掛け、不審者情報、振り
込め詐欺の発生件数など、身近な
犯罪発生情報を携帯電話などにメ
ールでお知らせするサービスを行
なっています。
　登録方法などの詳細は、県警ホ
ームページをご覧ください。
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保育園・幼稚園・こども園の紹介

◆園目標　明るく元気な子
◆重点目標　夢中になって遊ぶ子
　　　　　　思いやりのある子
　　　　　　自己表現のできる子

　　　　　　

しゃくなげ保育園しゃくなげ保育園

▲ぼくらはヒーロー！！

夏 休 み の自由 研 究 は
ジオで 決まり！

親子ジオツアー開催

夏休みの自由研究 は
ジオで決まり！

親子ジオツアー開催

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

ジ　　　オジ　　　オ

▲私たち、かわいいでしょ？

大地からの贈り物
～ジオだより～

大地からの贈り物
～ジオだより～

▲年長さんのお店は楽しい

　ご家族で市内にあるジオサイトを巡って、この夏の
ステキな思い出をつくりませんか？
　市では、ジオガイド中伊豆エリアの皆さんにご協力
をいただき、次のとおり親子ジオツアーを開催します。
伊豆半島の魅力を再確認するためにご家族で一緒に
出掛けてみてはいかがでしょうか。

とき／8月16日（土）、9時30分～16時30分
※9時市役所別館に集合。小雨決行。
対象者／市民先着30人
小学校3年生～中学生のお子さんとその保護者
※お子さんだけの参加はできません。
持ち物／歩きやすい服装、運動靴、タオル、水筒、帽子
料金／無料
※別途昼食代が必要となりますが、お弁当を持参して
　も構いません。
申込み・問合せ／観光交流課☎（72）9911
8月8日（金）までに電話で住所、氏名、電話番号をお知
らせください（土日を除く9時～17時）。

　
し
ゃ
く
な
げ
保
育
園
は
、
天
城
地
区
に
あ
る
保
育
園

で
す
。
春
は
名
前
の
と
お
り
、
園
庭
で
き
れ
い
な
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
の
花
が
見
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
１
歳
児
５
人
、

２
歳
児
８
人
、
３
歳
児
８
人
、
４
歳
児
12
人
、
５
歳
児

19
人
、
計
52
人
の
園
児
た
ち
が
天
城
の
自
然
の
中
で
、

元
気
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
園
内
の
異
年
齢

交
流
に
重
点
を
お
い
て
保
育
し

て
き
た
の
で
、
本
年
度
は
１
歳

児
の
部
屋
へ
自
主
的
に
お
手
伝

い
に
来
て
く
れ
る
４
・
５
歳
児

が
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
年
齢
の

近
い
２
歳
児
の
中
に
も
、
い
つ

も
よ
り
優
し
い
口
調
で
話
し
掛

け
て
い
る
姿
を
見
掛
け
ま
す
。

心
か
ら
「
か
わ
い
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
出
て
、
自
分
が
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
を
下
の
子
に
し

て
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
本
園
で
は
保
育

園
と
い
う
一
つ
の
家
族
の
よ

う
な
関
係
が
で
き
つ
つ
あ

り
、
思
い
や
り
の
心
が
育
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
地
域
交
流
の
場
と
し
て
、
５

歳
児
で
は
、
来
年
一
緒
に
１
年

生
に
な
る
天
城
地
区
の
ほ
か
の

幼
稚
園
と
の
交
流
を
し
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
、
梅
狩
り
、
シ

ル
バ
ー
さ
ん
と
の
農
業
体
験
、

病
院
施
設
と
の
交
流
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
地
域
を
知
る

と
い
う
目
的
の
散
歩
で
は
、
近
所
の
人
か
ら
お
声
を
掛
け

て
も
ら
っ
た
り
、
お
花
を
い
た
だ
い
た
り
と
何
げ
な
い
生

活
の
一
部
と
し
て
自
然
な
交
流
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
森
島
米
店
で
は
、現
在
３
つ
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
お
米
屋
さ
ん
と
し
て
の
お
仕
事

②
大
会
、会
議
な
ど
の
お
弁
当
・
仕
出
し

③
新
東
名
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ａ
駿
河
湾
沼
津

な
ど
で
展
開
し
て
い
る
、お
も
ち
の
ワ
ッ

フ
ル『
モ
ッ
フ
ル
』専
門
店
の
お
仕
事

　
約
８
年
前
に
父
親
の
跡
を
継
ぎ
、27
歳
で

お
米
屋
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。お
米
に
詳
し

い
の
は
当
然
で
す
が
、お
米
を
売
る
だ
け
で

は
な
く
お
弁
当
や
モ
ッ
フ
ル
な
ど
、お
米
を

活
用
で
き
る
お
米
屋
さ
ん
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
一
言
で
言
え
ば『
お
米
屋
さ
ん
っ
ぽ

く
な
い
お
米
屋
さ
ん
』で
す
。

森嶋 昭仁 さん森嶋 昭仁 さん

キ
ラ
リ
、 

　輝
く
仕
事
人

仕
事
に
か
け
る
思
い

今
後
の
目
標
や
夢

　
お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
大

き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。特
に
お
弁

当
や
モ
ッ
フ
ル
な
ど
、お
米
を
加
工
し
た
お

品
物
を
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い

で
す
。「
さ
す
が
に
米
屋
の
弁
当
だ
ね
、ご

飯
が
お
い
し
か
っ
た
よ
！
」っ
て
褒
め
て
い

た
だ
け
る
と
、米
屋
冥
利
に
尽
き
ま
す
。

　
当
店
で
は
精
米
を
し
す
ぎ
ず
、ぬ
か
の

一
番
内
側
の
部
分
を
残
す
よ
う
に
精
米
し

ま
す
。こ
れ
が
、ご
飯
に
な
っ
た
と
き
に
甘

く
感
じ
る
秘
訣
で
す
。詳
し
く
聞
き
た
い

人
は
、気
兼
ね
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

や
り
が
い

35歳 （青羽根）35歳 （青羽根）【趣味】
サバイバルゲーム、カラオケ
【ストレス解消法】
ストレスを覚えないこと

　ここでは、市内で頑張って働く人
を紹介します。市内には、ステキな
人がたくさん！意外と知らない仕
事など、どのような思いで仕事に
取り組んでいるのかを紹介します。
問合せ／産業振興課☎（88）4300

森島米店 代表取締役 森島米店 代表取締役 

Vol.5Vol.5

もりしま 　 あ き ひ と

　 　
お
も
ち
の
ワ
ッ
フ
ル『
モ
ッ
フ
ル
』の
販
売

で
、森
島
米
店
と
し
て
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
が

一
つ
作
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、お

持
ち
帰
り
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。そ
こ

で
、お
持
ち
帰
り
可
能
な
お
も
ち
の
商
品

を
手
掛
け
た
い
で
す
。
実
は『
お
も
ち
の

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
』を
商
品
化
に
向
け
て
準

備
し
て
い
ま
す
。イ
メ
ー
ジ
は『
白
玉
だ

ん
ご
』。お
も
ち
の
粉
で
作
り
ま
す
。あ
の

食
感
で
レ
ア
チ
ー
ズ
み
た
い
な
味
が
し
た

ら
絶
対
お
い
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　
こ
の
よ
う
な『
森
島
米
店
に
し
か
で
き

な
い
お
仕
事
』を
、も
し
作
れ
た
ら
、う
れ

し
い
で
す
。

別館（9時30分発）⇒白鳥山（30分）⇒旭滝（20分）⇒滑沢渓谷（20分）⇒昼食・休憩（1時間）
⇒天城ジオパークビジターセンター（30分）⇒浄蓮の滝（40分）⇒船原スコリア丘（50分）
⇒別館（16時30分着）

コース／市バスで移動

み
ょ
う
り

天城中
文

天城小

狩野幼稚園

狩野ドーム
文

狩野川

船原川

伊豆慶友病院

至土肥

至下田

至修善寺

（伊豆市青羽根349）
森島米店

ひ
け
つ

ネ

オ

パ

ー

サ

2014. 815 2014. 8 14



お知らせ★市役所へのお問い合わせは、原則 8 時 30 分から17 時 15 分までとなります（土日・祝日・年末年始を除く）。

2014. 817 2014. 8 16

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

　

申
請
に
よ
り
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
る
と
、

医
療
機
関
な
ど
で
保
険
診
療
を
受
け
た
場
合

に
支
払
っ
た
医
療
費
を
市
が
助
成
し
ま
す
。

対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

○
身
体
障
害
者
手
帳
内
部
障
害
３
級

○
療
育
手
帳
Ａ

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級

助
成
に
つ
い
て
／
１
カ
月
１
医
療
機
関
当

た
り
、
５
０
０
円
の
負
担
金
を
差
し
引
い

た
金
額
を
、
診
療
月
か
ら
約
４
カ
月
後
に

助
成
し
ま
す
（
薬
局
分
の
負
担
な
し
）。

※
身
体
障
害
者
手
帳
内
部
障
害
３
級
の
人

は
、
内
部
障
害
に
関
係
す
る
医
療
費
の

み
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

※
新
た
に
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
っ
た
と

き
の
年
齢
が
65
歳
以
上
で
、
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
場
合
は
、
通

院
に
か
か
る
医
療
費
（
薬
局
分
含
む
）

の
み
を
助
成
し
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
所
得
の
状
況
に
よ
り
、
助
成

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
／
現
在
、
助
成
を
受
け
て
い
る
人

の
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
９
月
末
日
で

す
。
更
新
の
案
内
は
後
日
郵
送
し
ま
す
の

で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て

対
象
／
各
手
当
と
も
に
所
得
や
障
が
い
の

状
況
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
、
知
的
、
精
神
に
重
度
ま
た
は
中

度
の
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
人

○
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

　

身
体
、
知
的
、
精
神
に
著
し
く
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
に
、
常
時
特
別
な
介
護
を

必
要
と
し
、
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
人

手
当
月
額
／

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

１
級
４
９
９
０
０
円

　

２
級
３
３
２
３
０
円

○
特
別
障
害
者
手
当　

２
６
０
０
０
円

○
障
害
児
福
祉
手
当　

１
４
１
４
０
円

支
給
日
／

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

４
月
・
８
月
・
11
月
の
11
日

○
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

　

５
月
・
８
月
・
11
月
・
２
月
の
10
日

そ
の
他
／
各
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人（
支

給
停
止
者
含
む
）
は
、
毎
年
８
月
11
日
か

ら
９
月
10
日
ま
で
の
間
に
、
所
得
状
況
届

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
手
続
き
に

関
す
る
案
内
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。
手
続

き
が
遅
れ
る
と
一
時
的
に
支
給
が
停
止
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
母
子
・

父
子
家
庭
お
よ
び
養
育
者
の
人
は
、
支
給

要
件
を
確
認
す
る
た
め
、
毎
年
８
月
に
現

況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

対
象
者
（
支
給
停
止
者
含
む
）
に
は
、

届
け
出
に
関
す
る
案
内
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、期
日
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
／

８
月
１
日
（
金
）
～
29
日
（
金
）

受
付
場
所
／
こ
ど
も
課
ま
た
は
各
支
所

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

大
切
な
愛
犬
を
迷
子
に
し
な
い
た
め
に

　

犬
が
迷
子
に
な
る
と
近
所
の
皆
さ
ん
が

迷
惑
す
る
と
と
も
に
、
犬
も
交
通
事
故
な

ど
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
犬
が
人
に
か
み
つ
く
な
ど
、
東
部

保
健
所
に
は
、
例
年
多
く
の
事
故
が
届
け

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
迷
子
に
し
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

○
リ
ー
ド
や
首
輪
を
定
期
的
に
点
検
す
る

○
リ
ー
ド
な
し
で
散
歩
し
な
い

○
散
歩
の
途
中
で
リ
ー
ド
を
離
さ
な
い

○
鑑
札
や
注
射
済
票
の
装
着
、
ま
た
は
マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
埋
め
込
む

　

鑑
札
や
注
射
済
票
の
装
着
は
、
狂
犬
病

予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
迷
子
札
代
わ
り
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
首
輪
な
ど
に
着
け
て
く
だ
さ
い
。
鑑

札
は
犬
の
登
録
時
、
注
射
済
票
は
狂
犬
病

予
防
注
射
実
施
後
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
皮
下
に
埋
め
込
む
マ
イ
ク
ロ
チ

ッ
プ
も
お
勧
め
で
す
。
詳
細
は
、
動
物
病

院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
も
し
犬
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

①
す
ぐ
に
探
す

②
保
健
所
や
環
境
衛
生
課
、
警
察
署
に
届

け
出
る

問
合
せ
／

県
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
修
善
寺
支
所

☎
（
72
）
２
３
１
０

大
仁
警
察
署
会
計
課
☎
（
76
）
０
１
１
０

環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
保
健
所
で
保
護

さ
れ
た
犬
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

狩
野
プ
ー
ル
の

夏
季
一
般
開
放
中
止
に
つ
い
て

　

狩
野
プ
ー
ル
は
、
一
般
利
用
者
の
減
少

に
よ
り
、
例
年
行
な
っ
て
い
た
一
般
開
放

を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
夏
季
期
間
中
は
、
天
城
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
プ
ー
ル
監
視
と
な
る
都
合

上
、
天
城
小
学
校
児
童
の
み
の
利
用
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
兄
弟
が
天
城
小
へ
通
う
中
高
生
・
園
児

も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

（
随
時
募
集
）
自
社
広
告
を
公
用
車
に

ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
の
公
用
車
を
使
っ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

は
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
効
果
的
な
広
告
を
公
用
車
に

ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
車
両
／

軽
自
動
車
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ

広
告
費
用
／
年
間
17
万
５
千
円

※
ラ
ッ
ピ
ン
グ
設
置
・
撤
去
費
用
は
別
途
、

広
告
主
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

期
間
／
１
年

そ
の
他
／
申
し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
財
務
課
☎
（
72
）
１
１
９
２

全
国
に
企
業
を
Ｐ
Ｒ
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
後
期
バ
ナ
ー
広
告
募
集

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
観
光
客
や
移

住
希
望
者
な
ど
全
国
か
ら
月
20
万
件
を
超

え
る
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

掲
載
期
間
／
10
月
１
日
（
水
）
～

平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）

掲
載
料
／
１
枠
当
た
り
５
万
円

バ
ナ
ー
サ
イ
ズ
／
１
枠
当
た
り
縦
40
ピ
ク

セ
ル
、
横
２
０
０
ピ
ク
セ
ル

受
付
期
間
／

８
月
１
日
（
金
）
～
９
月
12
日
（
金
）

問
合
せ
／
政
策
推
進
課
☎
（
72
）
１
１
８
７

井
上
靖
作
品
読
書
感
想
文
・

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

■
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
部
門
／
①
小
学
校
の
部

②
中
学
生
の
部　

③
高
校
生
の
部

対
象
作
品
（
例
）
な
ど
／

①
小
学
生
の
部
…
『
し
ろ
ば
ん
ば
』、『
あ

す
な
ろ
物
語
』
な
ど

②
中
学
生
の
部
…
『
し
ろ
ば
ん
ば
』、『
夏

草
冬
濤
』、『
闘
牛
』『
あ
す
な
ろ
物
語
』、

『
北
の
海
』
な
ど

③
高
校
生
の
部
…
自
伝
的
作
品
に
加
え
、

『
天
平
の
甍
』、『
敦
煌
』、『
楼
蘭
』、『
猟

銃
』、『
氷
壁
』、『
闘
牛
』
な
ど

①
・
②
本
文
１
２
０
０
字
～
２
千
字
程
度

③
本
文
１
６
０
０
字
～
２
千
字
程
度

応
募
方
法
／
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
学
校
名
、
年
齢
（
学
年
）、
電

話
番
号
を
別
記
し
て
、
所
属
の
学
校
を
通

じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
部
門
／
①
小
学
校
の
部

②
中
学
生
の
部　

③
高
校
生
の
部

対
象
作
品
／
『
し
ろ
ば
ん
ば
』、『
あ
す
な

ろ
物
語
』
の
い
ず
れ
か
を
読
み
、
感
想
を

絵
で
表
現
す
る
。

絵
の
寸
法
／
『
36
㎝
×
25
㎝
』
以
上
『
55

㎝
×
40
㎝
』
以
下

応
募
方
法
／
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入

し
感
想
画
の
裏
面
に
貼
り
付
け
の
上
、
学

校
を
通
じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
票
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
裏
面
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
共
通
事
項

応
募
期
限
／
10
月
３
日
（
金
）
必
着

※
作
品
の
所
有
権
、
著
作
権
な
ど
は
教
育

委
員
会
に
帰
属
し
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

審
査
／
市
内
小
中
学
校
の
教
員
お
よ
び
関

係
者
が
中
心
と
な
り
審
査
し
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

青
少
年
健
全
育
成
に
係
る

表
彰
候
補
者
募
集

　

市
で
は
、
11
月
29
日
（
土
）
に
行
な
わ

れ
る
『
青
少
年
健
全
育
成
大
会
』
で
、
青

少
年
の
健
全
育
成
を
一
層
推
進
す
る
た
め

に
、
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
な

ど
で
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
個
人
や
団
体

を
表
彰
し
ま
す
。
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。
該
当
す
る
人
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
対
象
／

○
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
善
行
の

各
分
野
で
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
個
人

や
団
体

○
青
少
年
指
導
者
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た

個
人
や
団
体

※
平
成
25
年
９
月
２
日
（
月
）
か
ら
平
成

26
年
９
月
１
日
（
月
）
ま
で
の
間
の
業

績
・
功
績
が
表
彰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

推
薦
方
法
／
９
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
、

推
薦
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
に
つ
い
て
は
対
象
の
大
会
の
要

綱
な
ど
を
添
付
し
て
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
推
薦
書
は
、
社
会
教
育
課
に
備
え
置
く

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
表
彰
基
準
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

表
彰
候
補
者
の
決
定
／
候
補
者
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

お
知
ら
せ

募

　
　集

飼い主の皆さんへ
ボクたち、ワタシたちのことを
大切にしてほしいワン！



編
集
後
記

　

暑
い
夏
の
到
来
！
土
肥
で
海
開
き
式
が

行
な
わ
れ
た
７
月
１
日
、
私
は
そ
の
式
典

会
場
の
近
く
で
田
方
消
防
本
部
主
催
に
よ

る
『
水
難
事
故
災
害
対
応
訓
練
』
を
取
材

し
て
い
ま
し
た
。
怒
号
が
飛
び
交
う
現
場
、

機
敏
に
動
く
救
助
隊
、
医
師
と
連
携
し
た

応
急
処
置
、
ま
さ
に
本
番
さ
な
が
ら
の
訓

練
で
し
た
。
毎
年
当
た
り
前
の
よ
う
に
海

水
浴
な
ど
を
楽
し
め
る
の
は
、
日
ご
ろ
か

ら
過
酷
な
訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
だ
い

て
い
る
消
防
や
警
察
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
感
謝
!!

郷
土
資
料
館
だ
よ
り
⑰

に
描
か
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
存
し
て

い
る
道
中
図
屏
風
の
多

く
は
、
街
道
や
宿
駅
の

位
置
の
正
確
さ
よ
り
も
、

む
し
ろ
各
宿
駅
や
周
辺

の
景
観
、
旅
人
の
風
俗

な
ど
の
特
徴
を
と
ら

え
、
見
て
楽
し
む
も
の

と
し
て
描
か
れ
て
い
ま

す
。
本
屏
風
も
そ
の
一

つ
で
、
六
曲
一
双
の
画

面
に
、
三
段
の
金
雲
を

な
び
か
せ
、
そ
の
間
の

二
段
に
１
２
８
里
の
東

海
道
の
様
子
が
行
き
交

う
旅
人
と
と
も
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
期
間
中
、
小
中
学
生
を
対
象
に

屏
風
を
見
な
が
ら
問
題
に
答
え
る
『
ク
イ

ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
』
を
行
な
い
ま
す
。

ご
家
族
で
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間
／

８
月
１
日
（
金
）
～
26
日
（
火
）

９
時
～
16
時
（
毎
週
木
曜
日
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生

１
５
０
円
（
県
内
小
学
生
無
料
）

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館

☎
（
72
）
１
９
３
４

　

今
月
は
、
常
設
展
示
と
し
て
郷
土
資

料
を
中
心
に
公
開
し
ま
す
。
修
善
寺
周

辺
で
出
土
し
た
縄
文
時
代
の
出
土
品

（
石
器
・
土
器
な
ど
）
か
ら
５
世
紀
ご

ろ
の
白
銅
製
の
神
獣
鏡
（
市
指
定
文
化

財
）
、
江
戸
時
代
の
瓜
生
野
金
山
の
絵

巻
や
使
用
さ
れ
た
道
具
、
修
善
寺
紙
関

係
で
は
、
御
用
紙
製
造
の
独
占
権
を
与

え
ら
れ
た
徳
川
家
康
壺
型
黒
印
状
、
伊

豆
国
学
の
竹
村
茂
雄
や
女
流
歌
人
の
菊

池
袖
子
の
遺
墨
、
そ
の
ほ
か
修
善
寺
温

泉
資
料
や
、
災
害
資
料
と
し
て
狩
野
川

台
風
写
真
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

★
今
月
の
こ
の
一
点
！

『
東
海
道
五
十
三
次
図
屏
風
』

　

六
曲
一
双 

伝
英
一
蝶
筆 

江
戸
時
代

（
熊
坂 

山
本
家
寄
託
資
料
）

　

徳
川
幕
府
は
、
慶
長
６
年
に
江
戸
か

ら
京
師
（
京
都
）
ま
で
の
街
道
を
整
備

し
て
53
の
宿
駅
を
設
け
ま
し
た
が
、
寛

永
12
年
に
参
勤
交
代
の
制
度
が
定
め
ら

れ
る
と
、
一
気
に
大
名
行
列
や
伊
勢
参

り
の
旅
人
で
街
道
は
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
、
人
々
の
東
海
道
へ
の
関
心
が
高
ま

り
ま
す
。
元
禄
３
年
に
絵
師
菱
川
師
宣

の
『
東
海
道
分
間
絵
図
』
が
刊
行
さ
れ

る
と
、
旅
の
参
考
と
な
る
街
道
図
の
需

要
が
増
え
、
街
道
を
主
題
と
し
た
道
中

図
が
絵
巻
物
や
屏
風
絵
と
し
て
町
絵
師

今月の表紙

　今月の表紙のハスは、湯ケ
島の弘道寺山門前にある畑で
撮影をしたものです。
　このハスは、地元の皆さん
が地域の活性化を目的に休耕
田を利用して、昨年から栽培
をしています。ハス以外に
ショウブが植えられています。
　弘道寺はハリスゆかりの地
です。ぜひ、足を運んでみて
ください。

伊豆市の人口
（平成26年7月1日現在）

　　男：15,881人（－12）

　　女：17,301人（－24）

　　計：33,182人（－36）

世帯数：13,459世帯（－8）

※（　）内は前月比

伊豆市制施行 10 周年
今月の冠事業のご紹介

■守本尊祭典（まもりほんぞんさいてん）
とき／ 8 月 23 日（土）17時 30分～ 21時 30分
ところ／修善寺東小学校グラウンド
伝えたい伊豆市の魅力／子ども相撲や盆踊りを通じ
て、地域のきずなや伝統行事、ふるさとの心地よさを
伝えたい。
問合せ／本立野区　酒井区長☎（72）2715

木

お知らせ
第
10
回

伊
豆
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

　

今
年
で
10
周
年
を
迎
え
る
花
い
っ
ぱ
い

コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
内
を
彩
る
花
壇
を
大
募
集
中
で
す
！

参
加
対
象
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
花

壇
、
花
畑
、
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

○
平
成
26
年
春
以
降
の
花
壇
で
あ
る
こ
と

○
市
内
で
植
栽
さ
れ
て
い
て
、
道
行
く
人

の
目
に
ふ
れ
る
も
の

○
歩
行
者
や
車
の
通
行
を
妨
げ
な
い
も
の

表
彰
／

○
優
秀
賞
…
個
人
の
部
２
点
、
地
域
団
体

の
部
2
点
、
学
校
の
部
１
点

○
伊
豆
市
花
の
会
会
長
賞
…
１
点

○
特
別
賞
…
数
点

申
込
み
／
平
成
27
年
２
月
20
日
（
金
）
ま

で
に
、
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

し
、
花
壇
の
写
真
を
４
枚
添
付
し
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
農
林
水
産
課
に
備
え
置
く

と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
推
薦
者
に
よ
る
参
加
の
場
合
は
、
花
壇

の
責
任
者
に
了
承
を
得
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
／
コ
ン
ク
ー
ル
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

Ｔ
ｈ
ｉ
ｓ
伊
豆
収
穫
祭
＆
Ｊ
Ａ
ま
つ
り

伊
豆 

～
市
制
施
行
10
周
年
記
念
祭
～

　

伊
豆
市
と
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
で
は
、
恒
例

と
な
っ
た
『
Ｔ
ｈ
ｉ
ｓ
伊
豆
収
穫
祭
＆
Ｊ

Ａ
ま
つ
り
伊
豆
』
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
11
月
23
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
天
城
ド
ー
ム
お
よ
び
そ
の
周
辺

そ
の
他
／
出
店
者
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

広
報
い
ず
９
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
４

好
評
に
つ
き
追
加
開
催
!!
家
で
も
で
き

る
体
操
術
！
ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室

　

こ
の
教
室
で
は
、
重
さ
５
０
０
ｇ
か
ら

１
・
５
㎏
ま
で
の
ダ
ン
ベ
ル
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

ご
自
身
の
体
力
に
合
わ
せ
て
体
操
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
（
参
加
無
料
）。

と
き
／

①
８
月
６
日
・
20
日
（
水
）
９
時
30
分
～

②
８
月
26
日
（
火
）　

19
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
①
修
善
寺
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー　

②
狩
野
ド
ー
ム

講
師
／
大
路 

環
さ
ん
（
健
康
体
操
指
導
士
、

腰
痛
ケ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

対
象
・
定
員
／
市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
の

人
・
各
20
人

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

申
込
み
／
前
日
の
17
時
ま
で
に
、
電
話
で

社
会
教
育
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

狩
野
ド
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で

健
康
づ
く
り
始
め
ま
せ
ん
か
？

■
初
心
者
講
習
会（
要
事
前
申
し
込
み
）

　

講
習
を
受
け
た
人
に『
利
用
者
証
』を
発

行
し
ま
す
。次
回
か
ら
１
０
０
円（
市
外
者

２
０
０
円
）で
利
用
で
き
ま
す
。

と
き
／
８
月
18
日（
月
）19
時
～

対
象
／
高
校
生
以
上

受
講
料
／
５
０
０
円

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュー
ズ
、タ
オ
ル
、筆
記
用

具
、運
動
の
で
き
る
服
装

定
員
／
先
着
20
人

申
込
み
・
問
合
せ
／
狩
野
ド
ー
ム

☎（
87
）１
６
１
１

■
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習（
申
し
込
み
不
要
）

　

自
分
に
あ
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニュ
ー
で
、理

想
の
体
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き
／
８
月
20
日（
水
）15
時
～
18
時

対
象
／
初
心
者
講
習
を
受
講
し
た
人

受
講
料
／
無
料（
施
設
利
用
料
は
有
料
）

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュー
ズ
、タ
オ
ル
、筆
記
用

具
、運
動
の
で
き
る
服
装

内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
説
明
、ス
ト
レ
ッ

チ
方
法
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニュー
の
相
談

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎（
83
）５
４
７
７

『
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
』
を
考
え
る

伊
豆
市
未
来
づ
く
り
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

市
制
10
周
年
を
機
に
、
市
民
と
一
緒
に

伊
豆
市
の
向
か
う
べ
き
方
向
を
議
論
し
、

『
10
年
後
の
伊
豆
市
の
あ
る
べ
き
姿
』
を
考

え
な
が
ら
、
目
標
を
共
有
し
て
い
く
た
め

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
会
議
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
不
要
、
入
場
無
料
で
す
。
多

く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
／
８
月
17
日
（
日
）
13
時
～

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

テ
ー
マ
／
『
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
』

内
容
／
転
出
超
過
が
続
き
人
口
が
右
肩
下

が
り
で
あ
る
現
状
を
と
ら
え
な
が
ら
、
子

育
て
環
境
や
教
育
環
境
、
あ
る
い
は
地
域

力
を
高
め
る
た
め
の
人
づ
く
り
な
ど
を
切

り
口
に
、『
地
域
の
明
日
を
担
う
人
材
育
成
』

に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

座
長
…
相
模
女
子
大
学
学
芸
学
部

　
　
　

久
保
田 

力 

教
授

そ
の
他
／
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
11
月
ま

で
の
期
間
、
テ
ー
マ
を
分
け
て
数
回
開
催

し
て
い
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
広

報
い
ず
』
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
政
策
推
進
課
☎
（
72
）
９
８
７
３

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

▲座長を務める久保田教授
（6 月1日全体セッションにて）

▲『東海五十三次図屏風』伝英一蝶 筆
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

試してクッキング！試してクッキング！

メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会

＊ 夏の味を堪能 ＊

材　料　（４人分）　 作　り　方
①ゴーヤはわたと種を取り除き、

５ ｍｍの厚さに切る。
②パプリカは種を取り、さらに縦半

分に切ってから５ｍｍの厚さ
に切る。

③トウモロコシは実をそぎ落とす。
④ボールに①②③を入れ、小麦粉

を入れて全体を混ぜ合わせる。
⑤水を加えて少し粉っぽさが残る

程度に混ぜる。
⑥油を170～180℃に熱しておく。
⑦油にくぐらせた木べらに⑤を乗

せて軽く広げ、滑らせながら、油
の中に入れて揚げる。

※１回に揚げる量は、鍋の表面積
の1/2～1/3程度にする。

⑧皿に盛りつけ、塩を軽く振る。

◆ゴーヤ（小）…………1本
◆パプリカ（赤）… 1／2個
◆トウモロコシ…… 1／2個
◆小麦粉……… 3／4カップ
◆水…………… 大さじ6～7
◆油…………………… 適量
◆塩…………………… 少々

～親子で大切にしたい日本の食文化～

         　　　　 　　　ゴーヤの彩り揚げ         　　　　 　　　ゴーヤの彩り揚げ

４人分
栄養価

◇エネルギー…273kcal　◇タンパク質…3.3g
◇脂質…17.9g  ◇食塩…0.3g

　夏になると、暑さ対策として、グリーンカーテンをよく見掛けます。
グリーンカーテンのうれしい産物として、知人からゴーヤをいただくよう
になりました。ニガウリとの別名もあるように、そのほろ苦さが好きで、
夏になるとよく使います。揚げると苦味も和らぐので、エビやチクワなど
と一緒にかき揚げにすると、お子さんにも食べやすくなります。ぜひお試
しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　

伊豆市食育推進会議委員　日� 祐子

齋藤 礁ちゃん

　    さいとう しょう　　

（大平）

三田 虎陽ちゃん        み  た　 こはる　

（大野）

飯塚 仙太朗ちゃん
   いいづか  せんたろう　　　

（本柿木）

土屋 明音ちゃん

       つちや    あかね　　　

（牧之郷）

上木 璃紗ちゃん
        うえき　 り  さ　　　

（牧之郷）

水谷 颯太ちゃん

　   みずたに そうた　 　　

（牧之郷）

佐藤 花保ちゃん

       さとう　か   ほ　　

（湯ケ島）

津島 歩ちゃん

         つ し ま あゆむ　　　

（修善寺）

齋藤 渚ちゃん

　     さいとう  なぎさ　　　

（大平）

渡部 心暖ちゃん     わたなべ   こはる　　

（青羽根
）
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